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Ⅰ 殺虫の仕組み
1. 殺虫剤の種類

2. 殺虫作用のメカニズム
①神経系の情報伝達 神経細胞の接合部または軸索での伝達阻害

ⅰ有機リン系(ｽﾐﾁｵﾝ、ﾏﾗｿﾝ、ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ、ｵﾙﾄﾗﾝ、ｶﾙﾎｽ)
ⅱカーバメート系(ﾃﾞﾅﾎﾟﾝ、ﾊﾞｯｻ、ﾗﾝﾈｰﾄ、ｵﾝｺﾙ、ﾊﾞｲﾃﾞｰﾄ)
ⅲネライストキシン系(ﾊﾟﾀﾞﾝ)
ⅳピレスロイド系(ﾄﾚﾎﾞﾝ、ｱﾃﾞｨｵﾝ、ﾏﾌﾞﾘｯｸ、ﾌｫｰｽ、MR.ｼﾞｮｰｶｰ)
ⅴネオニコチノイド系(ｱﾄﾞﾏｲﾔｰ、ﾓｽﾋﾟﾗﾝ、ﾀﾞﾝﾄﾂ、ｱｸﾀﾗ、ｽﾀｰｸﾙ)

Ⅰ線虫の種類
Ⅱ発生動向と植物の反応
Ⅲ線虫複合病
Ⅳ防除対策

◆作物の温湯処理
◆殺線虫剤
◆対抗植物(耕種的防除)
◆生物的防除
◆物理的防除

②昆虫生長制御剤[IGR剤]脱皮ホルモン、幼若ホルモンの働きやキチンの合成阻

害。若齢期使用･遅効性(ﾉｰﾓﾙﾄ、ｶｽｹｰﾄﾞ、ﾏﾄﾘｯｸ)
③エネルギー代謝の阻害 細胞内のミトコンドリアの内呼吸やエネルギー代謝を

阻害(石灰硫黄合剤、ﾃﾞﾘｽ､ｺﾃﾂ、ﾊﾁﾊﾁ)
④生物防除剤 BT剤、天敵の利用。対象害虫が限定され遅効的。中腸上皮細胞

の崩壊/捕食・寄生致死(BT：ｴｽﾏｯｸ、ﾁﾘｶﾌﾞﾘﾀﾞﾆ：ｽﾊﾟｲﾃﾞｯｸｽ)
⑤フェロモン剤 配偶行動(交信)のかく乱：交尾阻害で密度低減(ﾊﾏｷｺﾝN、他)
⑥天然物殺虫剤 気門、皮膚封鎖で窒息(マシン油、ﾃﾞﾝﾌﾟﾝ：粘着くん、脂肪酸

グリセリド：サンクリスタル、還元澱粉糖化物：エコピタﾞ)

Ⅱ 殺虫剤が昆虫体内に取り込まれる仕組み
1. 昆虫の口器の形態

A 咀嚼型チョウ目(鱗翅目)、甲虫目(鞘翅目)、ハチ目(膜翅目)、ハエ目(双翅
目ﾊﾓｸﾞﾘ､ﾐﾊﾞｴ､ﾀﾏﾊﾞｴ)、ゴキブリ目(直翅目)、シロアリ目(白蟻目)

B 吸汁型カメムシ目(半翅目)、セミ目(半翅目ｳﾝｶ､ﾖｺﾊﾞｲ､ｱﾌﾞﾗﾑｼ､ｺﾅｼﾞﾗﾐ､ｶｲｶﾞ
ﾗﾑｼ)、ハエ目(双翅目カ､ﾌﾞﾕ､ｱﾌﾞ)、アザミウマ目(総翅目ｽﾘｯﾌﾟｽ類)、
ダニ類(昆虫でなくクモの仲間)

2. 昆虫体内への侵入

ⅰ接触殺虫剤(経皮侵入) 脂溶性の高い主成分は、昆虫の皮膚に触
れると直接浸透して体内に入る(接触効果/接触剤)

ⅱ食毒剤(経口侵入) 作物を加害するとき、表面に付着したり作物
体内に浸透残留している殺虫剤の主成分が口を通して
体内に入る(食毒効果/消化中毒剤)

ⅲ薫蒸剤(経気門侵入) 気化しやすい殺虫剤は、散布後に昆虫の気門か
ら体内に入り殺虫効果を現す(ガス効果/土壌薫蒸剤)

3. 植物体内への浸透

散布後、植物体の表面から体内に浸透したり、土壌中に施用すると
根から吸収されて植物体全体に浸透移行する性質を持つ殺虫剤(浸透
殺虫剤) ﾀﾞﾆ、ｱﾌﾞﾗﾑｼなどの吸汁型害虫に優れた効果。特にｶｲｶﾞﾗﾑｼ
類のように樹皮のすき間などに重なり合った集団に有効

4. 昆虫の気門被覆

これまでの化学的・生理的な殺虫作用と違って、機械油や界面活性
剤(脂肪酸)などで昆虫の体面を皮膜で覆って気門をふさぎ、窒息死
させるもの。ｱｶﾘﾀｯﾁ乳剤；やさい・果樹のﾊﾀﾞﾆ類､ﾊｯﾊﾟ乳剤(菜油)
；ｷｭｳﾘのうどんこ病､ﾊﾀﾞﾆ、ｶﾝｷﾂのﾐｶﾝﾊﾀﾞﾆ

害虫一般

害虫一般 線虫 総合

Ⅰ農薬の上手な使い方
1.剤形の種類と性質
2.展着剤の使い方
3.薬剤の適正濃度
4.薬剤の溶かし方
5.薬剤散布の基本

Ⅱこれからの害虫防除
1.農薬に強い病害虫の増加
2.化学的農薬だけに頼らな

い防除法
Ⅲ害虫多発



Ⅲ 害虫発生と防除ポイント

アブラムシ類 ハダニ類 アザミウマ類
(スリップス)

センチュウ類

発生時期
4-11月頃まで発生 春～晩秋まで発生 ハウス3月、露地

5月から
地温10℃以上で
活動する

加害様相

新芽･葉･花に寄生
して吸汁加害とウ
イルス病媒介

葉裏に寄生して吸
汁するためカスリ
状の小斑点

口器はヤスリ状の
口針で、傷を付け
るように食害。新
芽が湾曲したり葉
裏がカスリ状に白
変し奇形葉や穴が
あく。ウイルス病
媒介

根コブをつけた
り摂食された死
細胞に病原菌が
ついて根腐れを
起す。

発生条件

越冬した卵から♀
が孵化し、その後
は胎生で♀を産む。
秋に♂が出て交尾
産卵

クモの仲間で風に
乗って移動。高温
乾燥時に多発し、
クモの巣状の網を
張って群生する。
黄緑型と赤色型が
ある。卵から産卵
までは25℃でほぼ
10日間

農機具の土を洗
い 流 す 。ｸﾛﾀﾗﾘｱ
やｷﾞﾆｱｸﾞﾗｽ等 の
対抗植物又は裸
地にして密度を
下げる。Ｄ-Ｄ油
剤､ﾈﾏﾄﾘﾝｴｰｽの 殺
線虫剤のほか石
灰 窒 素 の 施 用
(100g/㎡)も密度
低減に有効。

防除ポイ

ント

育苗時や播種後に
防虫ネットを被覆。
ハウス開口部に防
虫ネット展帳。露
地 栽 培 で はｼﾙﾊﾞｰ
ﾎﾟﾘﾌｲﾙﾑでﾏﾙﾁを す
る。天敵の利活用。

シルバーマルチで
土中の蛹化や成虫
飛来を防ぐ。ハウ
ス で は 夏 期 に 10
日間蒸し込んだり、
20 日 以 上 明 け 餓
死させる。除草の
徹底

周辺雑草を除去し、
初期防除を徹底し
薬剤は変える。

アオムシ
(ﾓﾝｼﾛﾁｮｳ)

ヨトウムシ
(ヨトウガ)

オオタバコガ ネキリムシ
(ｶﾌﾞﾗﾔｶﾞ､ﾀﾏﾅﾔｶﾞ)

発生時期
春、秋(盛夏期減
少)

４-5月、9-10月(
年2回)

6/中-10月に3～5
回

春、秋(盛夏期減
少)

加害様相
老齢幼虫 (4齢以
降)は摂食量が多
い。

終齢幼虫は日中に
株 元､結 球葉内 に
潜み内部を暴食。

果 菜･花 き類で は
蕾や果実を食害。
結球内部に食入。

定植苗､発芽まも
ない野菜の茎葉を
食害し､切断。

発生条件
暖地で年に7-8回、
寒地で2-3回発生。
幼虫・蛹で越冬。

広食性。土中で蛹
になって越冬。数
百個の卵塊を葉裏
に産む。幼虫体色
が変化。

生長点付近に1個
ずつ産む。10日間
の成虫期間に数百
から千個以上を産
卵。

ｶﾌﾞﾗﾔｶﾞは 幼 虫 越
冬し､5/末から加
害。年に3-4回。ﾀ
ﾏﾅﾔｶﾞは越冬困難。
3回。

防除ポイ

ント

ﾓﾝｼﾛﾁｮｳが好むア
ブラナ科の栽培
しない時期を設
定する。天敵の
クモ類､ﾃﾝﾄｳﾑｼを
殺虫しない。脱
皮阻害剤やBT剤
を散布する。

寒冷紗等で被覆し
て産卵を防ぐ。薬
散は加害初期に効
果大。若・中齢幼
虫は葉陰に潜んで
いるので丁寧に散
布。卵塊・幼虫は
捕殺。

ナ ス･ウ リ･マ メ･
アブラナ科野菜を
加害。幼虫は捕殺
し､被 害果は焼 く
か埋める。脱皮阻
害剤やBT剤など
をローテーション
散布。

雑草、作物の地際
部の葉に産卵する
ので、除草する。
ｱﾌﾞﾗﾑｼとの同時防
除として適用薬剤
の土壌混和又はベ
イト剤の株元散布。

害虫と

被害状況

害虫と

被害状況



Ⅰ 線虫の
種類

◆ネコブセンチュウ(サツマイモー、アレナリアー、ジャワー、キター)
・この線虫による農産物の被害が大きいのは、他の病原体との複合病害が最も大きい。
リゾクトニア、フザリウムは ネコブセンチュウと共存した場合、被害が増大する。作
物がこの病原菌に抵抗性を持っていても、ネコブセンチュウに感受性であれば、病害
抵抗性が崩壊する場合が多い。

・この線虫は内部定着性で、摂食管(幅１μm、長さ110μm)を形成し始めると、寄主細
胞に劇的な変化が生じる。つまり、寄生者に栄養を供給するための細胞(巨大細胞：
核分裂のみの多核化)に変化する。

◆ネグサレセンチュウ(ミナミー、キター、コロコシー、パイナップルー)

・この線虫は頑丈な口針を持ち、比較的硬い根の部位からでも侵入できる。内部移動性

のこの線虫に摂食されて細胞はすみやかに死に、次々と死細胞が線虫の移動した後に

生じ、さらにそこから病原微生物が進入し、腐敗を生じる。特徴的な「根腐れ」症状

を示す。

◆シストセンチュウ(ジャガイモー、ダイズー、ジャガイモシロー、テンサイー)

・ネコブセンチュウ類と同様、0.5ミリ程度の2齢幼虫が根の先端部分から侵入し加害する。

根の中で定住生活を送った後、肥大した雌成虫は頭部を根に差し込んだ形で死に、

そのまま硬化する。このような状態になったものをシストと呼び、根の表面に着生した

ものは肉眼でも観察できる。200～400個の卵を体内に蔵したシスト乾燥に対する耐

久性が極めて高く、根から土壌中に落ちて10年以上の長時間生存することができる。

定着・蔓延すれば大きな減収要因となり、根絶は極めて難しい。寄主範囲は狭い。

Ⅱ 発生動向と植物の反応
発生動向
有害線虫の多くは地温10～15℃で活動を開始し、最適温度は25～30℃である。最適条件

下で一世代は30～40日程度、暖地では年に3～4世代繰り返されると考えられ、爆発的に

増殖する。卵は好適な地温・水分条件で速やかに孵化し、寄主検索を開始するが、シスト

センチュウ類では孵化には寄主根からの孵化促進物質が必要である。施設栽培やマルチ栽

培のような加温条件下では、発育や世代交代も一層早くなり増殖も著しく、収穫終了時に

は高密度となる。

一方で、つる割れ病や青枯病、バーティシリウム病などの土壌病害の発生を助長・激化

させることも知られており、これを線虫複合病と呼ぶ。

植物の抵抗性反応
線虫の表面物質や体を構成する糖質やタンパク質はエリシター(抵抗性反応を誘導る物
質)と認識され、過敏感反応※と呼ばれる抵抗性反応が誘導される。

※線虫はもとより、糸状菌、細菌、ウイルスの感染に対して、侵入部位となった細胞およ
び寄生者を取り巻く細胞を植物が自ら積極的に死に至らしめることで、侵入者を封じて餓
死させる。

Ⅲ 線虫複合病の事例

線虫



◆作物の温湯処理：伊勢イモ･ナガイモは40℃24～36時間処理
ラッキョウ（ﾈﾀﾞﾆ）は45℃30～60分処理

◆対抗植物(耕種的防除)

対抗植物とは、線虫密度に低減効果を示す植物で、線虫抑制作物とも呼ばれています。

緑肥、飼料、景観植物としての利用を兼ねている場合が多いです。

対抗植物は線虫の活動が活発な夏季に3か月程度栽培します。緑肥として鋤き込む場合

は、さらに1か月の分解期間が必要です。線虫は雑草にも寄生して増殖しますので、対抗植

物の播種むらをなくして雑草発生を抑えます。発生した雑草は抜き取ります。

ある程度の線虫密度低減効果は見込まれるが対抗植物単独での効果は十分とは言えず、

殺線虫剤との併用が必要な場合もあります。

◆生物的防除

天敵細菌や線虫補植菌を利用した生物農薬があります。最近の研究では、エンドファイト

感染牧草（トールフェスタ）と作物（トマト）を混植することでネコブセンチュウに対する抑制効

果が認められた。

植 物 名 (品種名) 対象線虫 植 物 名 (品種名) 対象線虫

ｷﾞﾆｱｸﾞﾗｽ(ﾅﾂｶｾﾞ,ｿｲﾙｸﾘｰﾝ,ｸﾞﾘｰﾝﾊﾟﾆｯｸ) Mi,Mj,Mh

エンバク(たちいぶき) Mi
ソルガム(ｽﾀﾞｯｸｽ、つちたろう) Mi,Mh,Ma
ラッカセイ Mi,Mj,Pc,Pp
サイラトロ Mi,Mj,Mh,Pp
クロタラリア(Crotalaria)

ｓpectabilis(ﾈﾏｷﾝｸﾞ,ﾈﾏｸﾘｰﾝ)
Mi,Mj,Mh,Ma,Pc,Pv,Hg

juncea(ﾈﾏｺﾛﾘ,ﾈｺﾌﾞｷﾗｰ等)          Mi,Ma,Mh,Hg
ｱﾌﾘｶﾝﾏﾘｰｺﾞｰﾙﾄﾞ(ｱﾌﾘｶﾝﾄｰﾙ等)  

Mi,Mj,Ma,Pp

ﾌﾚﾝﾁﾏﾘｰｺﾞｰﾙﾄﾞ(ｾﾝﾄｰﾙ,ﾌﾟﾁｲｴﾛｰ等)

Mi,Mj,Mh,Ma,Pc,Pp,Pv
ﾒｷｼｶﾝﾏﾘｰｺﾞｰﾙﾄﾞ Mi,Mj,Mh

サツマイモ Mj,Mh,Ma,Pp
アスパラガス Mh,Pc,Pp,Tr
イチゴ Mi,Mj,Ma

《対象線虫の略記の内訳》
Mi：Meloidogyne incogunitaｻﾂﾏｲﾓﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ

Ma：M. arenariaｱﾚﾅﾘｱﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ
Mj：M. javanicaｼﾞｬﾜﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ
Mh：M. hapla ｷﾀﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ
Pc：Pratylenchus coffeae ﾐﾅﾐﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ
Pp：P. penetrans ｷﾀﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ
Pv：P. vulnus ｸﾙﾐﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ
Hg：Heterodera glycines ﾀﾞｲｽﾞｼｽﾄｾﾝﾁｭｳ
Tr：Trichodorus sp. ﾕﾐﾊﾘｾﾝﾁｭｳ

◆物理的防除
◎太陽熱消毒

夏期の高温を利用した消毒法。有機物や石灰窒素を同時にすき込むことで、土
壌改良効果も得られます。①施設圃場を深耕し、畦立てする。有機物や石灰窒素を同
時に施用する場合は土壌と十分混和する。②畦間に十分灌水する(一時湛水状態にな

るまで)。③マルチ被覆する。④盛夏で30日程度そのまま置きます。作土層(15～20cm)

で、少なくとも40℃以上の温度が1週間程度継続しないと効果が薄いです。

◎土壌還元消毒法

太陽熱（30℃以上）＋有機物(米ヌカまたはフスマ)＋灌水＋ビニル被服[ハウスは20日

間密閉] 微生物の急激な増殖で酸素が消耗され、土壌は急速に還元状態になります。

ドブ臭がしてくれば還元反応が進んでいる証しです。無酸素状態、有機酸、微生物の拮

抗作用、太陽熱や発酵熱による高温などの複合的な要因によって防除効果を発現。

◆殺線虫剤
【定植、播種の一定期間前に処理する薬剤】
◎液剤、油剤 ・D-D剤(テロン、DC、D-D) ・クロルピクリン薫蒸剤(クロピク、ドロクロール)

・メチルイソチオシアネート・D-D油剤(ﾃﾞｨ･ﾄﾗﾍﾟｯｸｽ)、ソイリーン、キルパー
◎粉粒剤 ・ダゾメット分粒剤(ガスタード、バスアミド)

【種子、種イモ処理剤】

◎ネグサレセンチュウ ・パダンSG水溶剤 サトイモ：種イモ浸漬
◎イモグサレセンチュウ ・ベンレートT水20 ニンニク：種球粉衣

【定植、播種前ないし生育期に処理する薬剤】
◎液剤、乳剤、水和剤 ・ガードホープ液、ネマキック液、ネマモール乳
◎粒剤、粉剤 ・ネマトリンエース粒,ネマキック粒,ラグビーMC粒,ネマクリーン粒,ビーラム粒

【その他】 ◎石灰窒素 ◎ﾊﾟｽﾂｰﾘｱﾍﾟﾈﾄﾗﾝｽ水和剤(ﾊﾟｽﾄﾘｱ水和剤)：ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳの天

敵細菌であるPesteuria penetransの生物農薬です。 ◎ﾓﾅｸﾛｽﾎﾟﾘｳﾑ・ﾌｨﾏﾄﾊﾟｶﾞﾑ剤(ネマヒ
トン)：線虫 捕食菌Monacrosporium phymato‐phagumの生物農薬です。

水稲催芽機

その他の注意事項
「線虫汚染作物の持ち込み・持ち出しをしない」「残渣・野良生えを放置しない」
「圃場を移動する場合は、農機具・長靴に付着した土壌を良く洗い落す」、これらの事項を遵守することで有害線虫の侵入を未然に防ぎ、また、汚染圃場の拡大を防止することが重要です。

ギニアグラス ソルガム

フレンチ
マリーゴールド クロタラリア

ソルｶﾞﾑ

Ⅳ 防除対策



総合



Ⅱ これからの病害虫防除
1. 農薬に強い病害虫の増加

農薬への効果(感受性)が低下した害虫を「抵抗性害虫」、病原菌の場合は「耐

性菌」という。続けて使っている農薬が効かなくなる。それが病害虫を増やし、
防除を困難にしている。 なぜ抵抗性・耐性を持つ病害虫が増えるのか？

２. 化学的農薬だけに頼らない防除法
①物理的防除
⊡「光」と「色」害虫を幻惑

害虫の中には“薬が効かない”厄介者がいます。薬剤抵抗性を獲得したハ
スモンヨトウ、シロイチモジヨトウ、オオタバコガなどのヤガ類です。ヤガ
は夜行性で、夜に飛翔、産卵します。その習性を利用して夜間でも明るい環
境下にする。つまり「ヤガ類に昼だと錯覚させることで活動を抑制する」と
いうのが黄色灯の仕組みです。

色で害虫を幻惑する防除法もある。アブラムシやコナジラミなどの黄色
に惹かれる修正を利用した黄色粘着テープ利用である。

マルチの種類 使用時期 地温A 病害虫に対する効果 抑草効果B

透明

低温期 上げる 土の跳ね上げ防止

なし
銀 線 入 り ( 透
明・黒＋銀)

あり

黒/緑
白(白黒ダブル)

高温期 下げる

土の跳ね上げ防止、アブラ

ムシ、ウリハムシのの忌避銀(銀黒ダブル)

銀(シルバー)
敷き藁、落ち
葉、刈草

土の跳ね上げ防止、ハダニ
やホコリダニの発生抑制

A地温上昇効果：透明＞緑色＞黒色＞シルバー＞銀黒＞白黒
B抑草効果：黒色＞緑色＞透明

マルチング」による病害虫抑制

黄 色 コナジラミ類、ハモグリバエ類、アブラムシ類、
チャノキイロアザミウマ、コナガ

青 色 ミカンキイロアザミウマ、ミナミキイロアザミウマ、
モンシロチョウ

②生物的防除 土着天敵を保護する露地ナスの栽培体系 (奈良県)

《害虫は”キラキラ”が苦手⁉》 《有色粘着トラップの事例》

アブラムシを食べる有
益な天敵にはテントウ
ムシやヒラタアブの幼
虫がいる。アブラナ科
野葉菜理では、葉を食
べるヨトウムシ類やオ
オタバコガを捕らえる
クモ類が有益な天敵で
あり、ナスなどの果菜
類では、アブラムシ‣
アザミウマ‣コナジラ
ミ‣ダニ類を食べるヒ
メハナカメムシやヒメ
テントウムシ類が有益
な天敵となる。
なお、害虫の体内に

入り込んで内部から死
に至らしめる寄生虫(寄
生バエ‣ハチ)も天敵で
ある。



Ⅲ 病害虫の多発

◆昆虫の発育ゼロ点と有効積算温度

昆虫は変温動物で、四季のはっきりした日本では、活動に不利な冬は休眠して生
命を維持しています。休眠は日長が大きくかかわり、冬に向かう短日で休眠が起こ
り、夏に向かう長日条件で休眠打破が起こります。

これから日長が長くなり暖かくなるにつれて、害虫は休眠から覚め、休眠してい
ない害虫も気温が高くなるにつれ活動を始めますが、気温が低いと長く、高いと短
くなります。温度に比例して害虫の発育が進みますが、発育に必要な最低温度があ

ります。この限界温度を発育ゼロ点(T₀)と呼びます。この発育ゼロ点を超えた温度が
発育に有効な温度で、その積算した温度を有効積算温度(K)と呼び、日度で表します。

主な害虫の発育ゼロ点と有効積算温度(日度)は下記のとおりです。なお、地球温暖
化で2℃の気温上昇が昆虫、ダニ、線虫等の世代数に及ぼす影響についてもふれます。

ネギハモグリバエの発生生態 岩手県農研セ 2001
ハモグリバエの生活史
成虫は体長約2mm、♀は発達した産
卵管で葉面を穿孔して汁液をなめたり、
葉肉内に卵を産み付ける。成虫は色彩
反応があり黄色に強く誘引される。

卵は円筒型、半透明で0.2×0.1mm
で肉眼では見えない。幼虫は黄色のウ
ジで、葉に潜り葉肉組織を食害し、※

※ その跡が不規則な白い線になって残る(ｴｶｷﾑｼの由縁)。幼虫は3齢経過した後、葉内を脱出
落下し土壌間隙で蛹化する。蛹は俵型、褐色で長さは約2mmです。卵から羽化までの生育所
要日数は15℃で64日、20℃で30日、25℃で19日、30℃で16日である。幼虫期間は短く25℃
でわずかに5日で終了し、この間に激しく摂食し、体長は約10倍となる。なお、10℃以下35℃
以上では生長できない。露地の年間発生消長は、春先から徐々に密度が高まり、7月下旬から、
8月下旬に大きなピークが見られ、その後急速に密度を下げる。越冬態は蛹が主体である。

軽米町の発生所長と有効積算温度による発生時期の予測 岩手県における成虫の年間発生回数

ネギハモグリバエの産卵孔と成虫

露地ナスの土着天敵を維持する栽培体系


